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分極）する．排出された K+は gap junction と呼ばれる細胞間結合を介して，再び中央階に満たされて








化や内リンパ液電位の時間応答を解析した．gap junction が機能低下した場合を想定し，gap junction に
よる OHC の膜電位変化，EP の変化を解析した．また，血管条内の中間細胞に存在する Kir4.1 チャネ
ル，辺縁細胞に存在する Na+- K+ATPaseと Na+-K+-Cl-共輸送体が機能低下した場合を想定し，これらの









(2) Gap junction の機能低下，血管条内の Kir4.1チャネルの欠損，辺縁細基底部の Na+-K+ATPase，
NKCC1 の機能低下により，EP が低下することが分かった．これらの機能低下により，OHC の増幅
機能の低下や IHCの神経伝達機能の低下を引き起こし，高度難聴になる可能性がある． 
 
